
☆大雨による大規模な河川の氾濫や台風の接近による中小河川の越境の水害を想定し、土のう積
み訓練等の基本訓練及び想定訓練をとおして水防団の活動連携を確認することにより、水防団の
総合的な水防活動能力の強化を図り、水害対応へ万全を期することを目的に開催しています。
☆令和５年６月４日（日）　　能代市中嶋地区河川緑地
　
                       　　《実施機関：能代市、能代市水防団（消防団）、能代市消防本部（署）》

R5.6.4 能代市水防訓練の実施

土のう作成の状況 積み土のうの作成状況

実施状況
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☆大規模災害時発生時における初動時の情報収集、連絡、報告体制の確立及び迅速かつ正確な
情報共有、連携を図ることを目的に「災害対策本部設置運用訓練」を実施しました。
☆今年は日本海中部地震から４０年の節目であり、甚大な被害があったことを風化させない為に地
震・津波を想定した訓練を実施しました。同訓練では、秋田県沖でM８．７の地震が発生、能代市で
最大震度６強を観測し
津波が押し迫る想定で、被害情報の収集・整理・伝達、避難誘導、がれき救助、避難所開設等を行
いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《実施機関：能代市》

各部長から本部長へ対応等の状況報告住民の避難状況

R5.５.２６ 能代市総合防災訓練

実施状況

-2-



○北秋田市伊勢町地区は集落内に米代川への水門を有しており、浸水被害の危険を抱える地域
でもあることから、「伊勢町自治会 安全の会＊自主防災組織」では、日頃から自主防災活動に積
極的に取り組んでおり、災害時の被害を最小限に抑えるための心構えが地域住民に広く浸透して
います。
　８月豪雨の際、いち早く地区の会館を一時避難所として自主的に開放し、地域住民へ避難を呼び
かけたほか、高齢者等の避難に時間を要する方への支援や炊出しの実施により、地域住民の安
全・安心の確保を図ることができました。　　　　　　　     　         　《実施機関：北秋田市》

令和４年８月豪雨に対する自主防災組織活動

浸水被害の様子 災害図上訓練の様子

実施状況

自主防災ﾘｰﾀﾞｰ研修会

での講演の様子

-3-



☆台風の接近等に伴う大規模な河川のはん濫や局地的豪雨による中小河川の越水等の水害を想定し、土のう作
りやロープ結着等の基本訓練及び想定訓練をとおして水防団の活動連携を確認することにより、水防団の総合
的な水防活動能力の強化を図り、水害対応へ万全を期することを目的に開催しています。
☆令和５年５月２８日（日）  外川原地区米代川河川緑地
 大館市水防団（消防団）、大館市消防本部（署）、大館市危機管理課 
                                      《実施機関：大館市》

令和５年度 大館市水防訓練の実施

実施状況

土のう積み工訓練

シート張り工訓練

ロープ結着訓練
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令和５年度 緊急浚渫事業債を活用した取り組み

☆大館市が管理する米代川水系の普通河川１１２河川（管理延長３５６ｋｍ）のうち、大館市
個別施設計画に基づき１０河川（計画延長３．７０ｋｍ）を対象に緊急浚渫事業債を活用した
取り組みを進めている。
・令和４年度（実施済）粕田川ほか２河川 Ｌ＝５５２ｍの堆積土砂掘削
・令和５年度（予 定） 粕田川ほか４河川 Ｌ＝１，２２０ｍの堆積土砂掘削

《実施機関：大館市建設部土木課》

令和４年度 緊急浚渫推進事業債を活用し、実施した普通河川
（R4施工：粕田川）



令和５年度 森林経営管理制度の取り組み

実施状況

☆森林は、水源の涵養や地球温暖化の防止などの役割を持ちますが、手入れが不十分だと
樹木はやせ細り、下草や低木も育たず地表がむき出しになり、大雨の際に山崩れなどを引き
起こす原因になってしまいます。

☆森林経営管理制度は、適切に管理されていない森林について、経営に適したものは林業
経営者に集積・集約し、経営に適さないものは市が管理を行う制度です。大館市では令和元
年度から令和4年度までに139人の森林所有者から賛同を得て、約161haで経営管理権を設
定、約1haを林業経営者に再委託しました。

《実施機関：大館市》

年度ごとに対象地区を広報で周知 制度説明会の様子
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R4.8 大雨災害時での自主防災組織における救助活動

浸水現場での排水作業 防災研修会において住民避難支援の様子を再現

実施状況

☆令和４年８月の大雨災害において土砂崩れや家屋の浸水等の被害が発生
☆自主防災組織が主体となり、家屋の浸水現場での排水作業や土砂災害警戒のための
住民避難支援等が実施される
☆大雨災害時活動や日頃の防災活動などが認められ２団体（蟹沢自主防災会、高市自主
防災会）が優良自主防災組織として秋田県知事表彰を受ける

《実施機関：鹿角市内の自主防災組織》
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☆水産振興の一環として、町と粕毛漁業協同組合と共同で稚鮎の放流を実施しています。
　令和５年度も、藤琴川・粕毛川の８箇所において稚鮎を放流しました。
☆毎年、幼稚園児に水辺の環境に興味を持ってもらうため、鮎の放流体験も同時に実施しています。
　※令和５年度の放流体験は残念ながら雨天により中止となりました。写真は令和４年度の様子です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《実施機関：藤里町》

R5.6.2 稚鮎放流事業の実施

放流体験の様子
藤琴川の藤琴橋付近で藤里幼稚

園年長児１３名が参加し、放流体

験を実施しました。※R4.6

米代川

放流事業の様子
町と粕毛漁業協同組合による藤

琴川森合橋付近での放流事業実

施状況

稚鮎放流事業の一例（藤琴川の２箇
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　６月２２日、藤里町三世代交流館において「災害時における飲料の確保に関する協定」締結式が行わ
れ、みちのくコカ・コーラボトリング株式会社の佐藤茂正秋田営業部長と佐々木町長が協定書を取り交
わしました。
　町では災害発生時の避難所対策として一定の非常用飲料等の備蓄を進めていますが、未曽有の災害や
避難生活の長期化に備え、飲料水の確保について迅速な手配ができる体制強化を図るため本協定を締結
しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《実施機関：藤里町》

R5.6.22 「災害時における飲料の供給に関する協定」を締結

R5.6.22 協定締結式の様
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☆出水期に備え、水防技術の向上と水防体制の強化を図り、あわせて地域住民に対する水防の重
要性についての認識を高め理解と協力を得ることを目的に実施した。

☆令和５年５月２８日（日）　鹿角市花輪字観音堂（米代川右岸　久保田橋下流）
　鹿角市、小坂町、鹿角市消防団、小坂町消防団、鹿角市内自主防災会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《実施機関：鹿角市・小坂町》

木流し工訓練 積み土のう工訓練

R5.5.28 鹿角・小坂水防訓練の実施

実施状況
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地理院地図（電子国土Web） 　　　復旧記念碑

○碑名　　　 復旧記念碑
○建立年　　１９３６年（昭和１１年）
○所在地　　秋田県鹿角郡小坂町小坂字岱１６    濁川　摺臼野神社境内

○伝承内容　昭和１０年（１９３５）８月２３日から２４日の大洪水により、流失家屋１４戸、損壊６０戸、
浸水８２４戸、他にも道路、橋、耕地などの被害が発生した。避難所収容は小坂地区のみで３,１２７
名に及んだ。                                                                  《実施機関：小坂町》

R5.6.29 国土地理院地図への自然災害伝承碑の登録
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H24～ 上小阿仁村防災監視カメラ

実施状況

☆平成２４年度から、村独自で防災監視カメラを設置し、村ホームページ上で公開しています。

監視地点は、①上小阿仁村生涯学習センター裏の小阿仁川、②国道２８５号上の新羽立橋
付近の小阿仁川の２地点です。

大雨や上流の萩形ダムの放流等による小阿仁川の増水状況が、インターネットで確認でき
るため、住民だけでなく、他地域に住む家族なども村の状況を確認することができます。

《 実施機関：上小阿仁村 》
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参考横断図

氾濫をできるだけ防ぐ対策・減らすための対策

○堤防整備 下内川（大館市）

過去の被害状況

餅田沼館頭首工
（R5年3月）

米代川水系下内川

位置図 平面図

凡 例

改修中

改修済

秋田県

下内川下流部の大館市沼館地区は、下内川と長木川合流点付近に位置し、JR・保育所等の重要施設が集積しているものの、現況
治水安全度が低く、浸水被害が頻繁に発生していることから、河道掘削及び築堤等による河川改修を早急に行う必要がある。

沼館橋

全体計画延長 L=2,360m

松木橋

高館橋

石神頭首工

餅田沼館頭首工

H25.8洪水浸水範囲

要配慮者利用施設(保育園)

全壊
流失

半壊床
上浸水

床下
浸水

計

H8.7.2～7.4 梅雨前線豪雨 0 1 5 6

H21.7.17～7.30 梅雨前線豪雨 0 1 0 1

H25.8.9 豪雨 0 51 33 84

R4.8.3 豪雨 0 19 36 55

被害家屋戸数

水害発生年月日 異常気象名

（令和4年8月洪水）

河道掘削堤防整備

※今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

計画流量 320m3/s(1/10) 完成後の河川幅 約54ｍ

【全体計画】
河川名 ：一級米代水系下内川
事業内容：掘削、築堤、護岸、排水樋管、堰 等
全体事業費：2,336百万円（国費 1,168百万円）
事業期間：R3～R10 

過去の浸水被害

沼館地区浸水状況

沼館地区浸水状況

R４防災・減災対策等事業推進区間

R4.8洪水浸水範囲
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氾濫をできるだけ防ぐ対策・減らすための対策

○河道掘削 小坂川（小坂町）

餅田沼館頭首工
（R5年3月）

米代川水系小坂川

位置図 平面図

秋田県

河川の流下能力を短期間で向上させ、洪水を安全に流す取組として、河道掘削や伐木を実施する。

【事業概要】
河川名 ：一級米代水系小坂川
事業内容：施行延長 L=160m

河道掘削 V=5,400m3

対策前

対策後

施行箇所
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氾濫をできるだけ防ぐ対策・減らすための対策

○河道掘削 綴子川（北秋田市）

餅田沼館頭首工
（R5年3月）

米代川水系綴子川

位置図 平面図

秋田県

河川の流下能力を短期間で向上させ、洪水を安全に流す取組として、河道掘削や伐木を実施する。

【事業概要】
河川名 ：一級米代水系綴子川
事業内容：施行延長 L=610m

河道掘削 V=2,100m3

対策前

対策後

施行箇所
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氾濫をできるだけ防ぐ対策・減らすための対策

○河道掘削 桧山川（能代市）

米代川水系桧山川

位置図 平面図

秋田県

河川の流下能力を短期間で向上させ、洪水を安全に流す取組として、河道掘削や伐木を実施する。

【事業概要】
河川名 ：一級米代水系桧山川
事業内容：施行延長 L=308m

河道掘削 V=2,780m3
伐木・除根 A=1,700m2

対策前 対策後

施行箇所
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被害軽減、早期復旧、復興のための対策

○あきた河川メールサービスの開始

秋田県

令和５年3月1日から、県内の河川の水位や降雨量の情報を、メールで配信するサービスを開始。

水位観測局

雨量観測局

①雨量・水位観測局の選択

・291箇所

・158箇所

②配信基準の選択

水位観測局

雨量観測局

・レベル1～４

・10分、1・3時間、累加

・危険水位 等

・10mm～100mm以上

③メール配信（＊基準到達時）

配信イメージ

＊詳細は別紙リーフレット参照

-17-



秋田県 建設部
河川砂防課

河川･ダム･海岸チーム
TEL  018-860-2514

河川水位

降雨量

配信情報

県内の河川の水位や降雨量の情報をメールでお知らせし
ます。

ご自身の避難行動や、離れた場所に住む大切な人の避難
への呼びかけなどにもご活用できます。

秋田県河川砂防情報システム メール配信サービス

登 録 観測局選択 配信基準選択

登録画面イメージ

配信画面イメージ

 15
30
60

100

mm以上
mm以上
mm以上
mm以上

配信基準

○
○
○
○

10分雨量
時間雨量
３時間雨量
累加雨量

－
－
－
－

10
20
40
80

mm以上
mm以上
mm以上
mm以上

－
－
－
－

291箇所の観測局と配信基準を選択できます

158箇所の観測局と配信基準を選択できます

※局数はR5.3.1時点

メール下部の
リンク先から
詳細な情報を
確認できます

リンク先イメージ

令和5年3月1日
運用開始！

登録はこちらから

https://www.pref.akita.lg.
jp/pages/archive/69992

○危険水位

通常型
通常型の水位観測局

（レベル２までの水位設定）
○レベル２ 氾濫注意水位
○レベル１ 水防団待機水位

危機
管理型

増水時のみ観測する
簡易型の水位観測局

観測局種別

通常型
【指定】

通常型の水位観測局のうち
水位周知河川における指定観測局

（レベル４までの水位設定）

○レベル４ 氾濫危険水位
○レベル３ 避難判断水位
○レベル２ 氾濫注意水位
○レベル１ 水防団待機水位

配信基準

Ⓒ2015秋田県んだッチ

Ⓒ2015秋田県んだッチ
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氾濫をできるだけ防ぐ対策・減らすための対策 秋田県

田んぼダム

・水田の排水口への堰板の設置等によ

る流出抑制によって下流域の湛水被害

リスクを低減

・下流に守るべき市街地等がある水田

地帯で実施（農業者の協力必須）

○田んぼダムの取組

近年、集中豪雨による災害が頻発化・激甚化し、人家や農作物等への被害が増加している。県では令和３年度から、県内のほ場
整備事業実施中地区において、田んぼダムの実証等に取り組んでいる。

田んぼダムイメージ

下流へのピーク流出量低減

「田んぼダム実証地区（Ｒ５）」

取組① 実証モデル地区の設置

■秋田県の取組状況

取組② 田んぼダムセミナー・報告会の実施

田んぼダムの効果や課題を検証

取組③ 田んぼダム通信

「美の国HPより」

田んぼダム実証地区の取組な
どの情報発信

「田んぼダム報告会（Ｒ４）」

関係機関が集まり、
取組状況や課題等に
ついて報告や意見交
換を実施 美の国秋田HP

秋田県における田んぼダム排水桝

能代市東雲原地区 能代市河戸川・浅内地区
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氾濫をできるだけ防ぐ対策・減らすための対策

○田んぼダムの取組

■R5年度の主な取組方針

１．スマート実証地区における取組継続
・畑屋中央地区
自動排水桝ほ場、通常排水枡ほ場、対照ほ場からの流出量を測定比較

2．田んぼダムの手引き
・農水省が制定した「田んぼダム」の手引きや、実証地区の成果等を踏ま
え、秋田県版としての「田んぼダム技術マニュアル」を作成。
（令和5年6月30日発行）

３．田んぼダムキャラバン
・「田んぼダム技術マニュアル」作成後、周知のためにキャラバンを実施。

秋田県
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氾濫をできるだけ防ぐ対策・減らすための対策

○治山事業の取組

秋田県

☆能代市二ツ井町仁鮒字七折地区において、令和4年8月9日から10日にかけての大雨によ
り、渓流内から多量の土砂が直下の市道仁鮒切石線に流出し、道路を閉塞した。
また、渓流内には、多量の不安定土砂が堆積しており、次期降雨等により、直下の市道や
一級河川米代川に流出し、再度被害を与える危険性が高かったことから、災害関連緊急治
山事業の採択を受け、対策を実施している。（計画概要：治山ダム工１基）
☆最大24時間雨量：103.5㎜、最大時間雨量：15.0㎜

《実施機関：山本地域振興局 農林部 森づくり推進課》

治山ダム工完成イメージ

能代市二ツ井町仁鮒字七折地区

堆積土
砂

渓岸浸
食

■R4.8.3からの大雨等による激甚災害への対応
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写真 写真

各隊の活動予定を図示 訓練（幹部会議）の様子

☆災害対応能力の向上及び充実強化を図るため、大規模災害発生時における県、各市町村及び関係機関との情報伝達訓練を実施しました。
☆本年は、日本海中部地震発生から40年となることから、日本海中部地震と同規模の地震と被害を想定し、訓練当日の９時に、男鹿半島の
北西約70kmを震源とする地震（M7.7、県内最大震度６弱）が発生したものとして、初動対応を中心に実施しました。
 ➢ 被害想定：マグニチュード7.7、震源の深さ約10km、県内最大震度６弱、大津波警報発令（津波の高さ：10m想定）
 ➢ 災害派遣要請区域：能代市、男鹿市、三種町、八峰町
 
            《実施機関：県、全県市町村、気象台、自衛隊、秋田市消防本部、警察本部、東北電力、NTT》

R5.5.24 「県民防災の日」訓練

実施状況
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写真 写真

☆大雨による土砂災害や洪水が懸念される状況において、気象庁から提供される防災気象情報等を適切に活用し、的確なタイミングで体制の
強化や避難の判断を実施できるようになるための基本的な考え方を理解するとともに、その重要性を認識するため、各市町村及び各地域振興
局の防災担当者を対象に実施しました。
☆気象台が発表する防災気象情報への理解と災害対応への活用方法等に関する座学研修（講義）のほか、気象台から提供される各情報をもと
に、体制の強化や避難指示等発令のタイミングなどについて検討・発表することで、判断のポイントを学びました。

                                          《実施機関：県、気象台、各市町村》

座学研修の様子 グループワークの様子

R5.6.27 気象防災ワークショップ

実施状況
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写真 写真

アドバイザーによる講演の様子 各種実践演習・訓練の様子

☆地域全体の防災意識向上や地域の実情に応じた自主防災組織の結成促進、活動の活性化を支援するため、日本防災士会秋田県支部と連携
し、防災士を「防災アドバイザー」として自主防災組織、自治会、教育機関、その他各種団体等に派遣し、きめ細やかなアドバイスを行いま
した。
☆防災アドバイザーは、自主防災組織の運営、日常的な防災活動、災害対応力の向上、防災知識の普及及び啓発など、申込内容（要望）に応
じ様々な支援等活動を行っています。
 ➢ 最近の実績
   ・令和２年度 13回  ・令和３年度 12回（※R2,R3は新型コロナウイルス感染症拡大のため、申込が減少）
   ・令和４年度 30回
                                          《実施機関：県、防災士会》

秋田県防災アドバイザー派遣事業

実施状況
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写真 写真

☆山本地域振興局と秋田地方気象台が共催で、能代山本地域における大規模災害発生に備え、防災気象情報の利活用、初動対応手続き、県及
び各市町の連絡体制の確認と、演習によって職員の危機対応力を強化することを目的に研修を実施した。
座学では、気象情報の見方、収集の仕方などを学んだ。ワークショップでは、台風接近で河川が氾濫して洪水発生を想定した際のデータの読
み方、避難指示発令のタイミングについて演習を行った。
●場所：秋田県山本地域振興局 ●参加人数：１９人
《実施機関：秋田県山本地域振興局・秋田地方気象台》

座学 ワークショップ

R5.6.13 地域防災力強化研修

実施状況
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R5.6 秋田県と連携した気象防災ワークショップの開催

６月１３日_山本地域振興局（中小河川洪水災害編） ６月２７日_秋田県庁（中小河川洪水災害編）

実施状況

☆気象防災ワークショップでは、洪水災害あるいは土砂災害が発生するおそれのある状況
下で、気象台が発表する様々な情報を参照しながら少人数でのグループワークを行い、地
方公共団体での防災対応を疑似体験していただきました。ワークショップを通じて、各種の防
災気象情報を適切に理解し、有効に活用するとともに、体制の強化や避難情報の発令のタ
イミングなどに関する検討を行い、判断のポイントを学んでいただくことによって防災対応力
の向上を目指しています。

☆地方公共団体等の防災対策の協力・支援として、引き続き気象防災ワークショップ実施し、
現場担当者の防災対応力の向上を目指します。

《実施機関：秋田地方気象台、秋田県》
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R5.6 教育機関との連携による出前講座・防災教育の拡充

防災紙芝居 頭を守るポーズ

実施状況

☆防災教育における研修の充実や情報の利活用、地域連携を強化し、県教育機関と連携し
て出前講座を行っています。自分の命は自分で守ることができる幼児・児童・生徒の育成を
目指して、防災知識の醸成を図っていきます。

☆昨年度は幼保・高校等、計９校に講師を派遣して防災教育を実施しました。今年度も引き
続き県と協力して実施していきます。

《実施機関：秋田地方気象台、秋田県》
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R5.5 簡易版マイタイムライン講習会 ～地域のきずなセミナー～

講習会の様子

☆能代市で行われた、地域の防災力向上を目的としたセミナーに講師として参加し、
【簡易版マイタイムライン】の講習会を実施しました。
自治会長及び防災士の方々を対象に、ハザードマップの見方や、Googleマップを活用した
避難先までの移動時間の調べ方を説明し、アンケートでは、「分かりやすかった」「洪水につ
いての心構えが変わった」という意見が多く得られました。
場 所：能代市役所
開催日：令和５年２月１０日

《実施機関：能代河川国道事務所、能代市自治会連合協議会》

簡易版マイタイムライン

実施状況

アンケート結果
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R5.5 防災パネル展 ～イオンタウン能代～

パネル展の様子

☆昭和５８年、秋田県沖を震源とするM７．７の大地震が発生。地震や津波により、多くの死
傷者が出た他、家屋流出など甚大な被害が発生してから今年で４０年目の節目となります。
また、近年の異常気象により全国各地で大雨による甚大な洪水被害が毎年のように発生し
ています。そのため、防災意識の啓発を行うことを目的として『防災パネル展』を開催し、流
域治水の取り組みについても紹介しました。
場 所：イオンタウン能代
期 間：令和５年５月２３日～６月１１日

《実施機関：能代河川国道事務所、秋田気象台、能代市》

実施状況
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